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あらまし  近年，多くの人々が，自分の料理のレシピをレシピサイトに投稿するようになり，インターネット上

でレシピの共有が一般的になってきた．レシピを投稿する際，ほとんどのレシピには，料理の完成写真が添付され

ている．完成写真は，ユーザがレシピを決める一つの重要な要因となっている．従来のレシピ検索をする際には，

テキスト情報が利用されてきたが，レシピの完成写真の情報を用いることにより，テキストのみからは抽出できな

いレシピの特徴を利用してユーザに利便性の高い選別支援機構を実現できる可能性がある．本研究では，レシピサ

イトに投稿されたレシピの完成写真に利用されている写真データの色情報と，レシピに含まれる修飾語を利用し，

よりユーザの調理目的に応じたレシピの選別を支援する環境を実現することを目的とする．本論文では，ユーザの

調理目的として，他人をもてなす「晴れ」と，日常的に家族のためにつくる「褻」を想定し，レシピに含まれる修

飾語と写真データの色情報を利用して，それらのレシピを分類するための基礎的な検討の結果を示す． 
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1. はじめに  

近年，インターネットを利用する人が増え，ネット

上で様々な情報の共有が行われている．  

そうした中で，レシピサイトを利用し，レシピ情報

を共有する人が増加している．例えば，代表的なレシ

ピサイトである cookpad[1]では，2016 年 2 月において．

187 万件以上のレシピが投稿されており，のべ月間利

用者数は 2014 年 9 月時点で 4493 万人以上である．ま

た，人気レシピが分かる人気順検索などが利用できる

有料のプレミアム会員サービスの会員数も，2013 年 6

月には 100 万人を突破している [2]．このことから，レ

シピサイトにおけるレシピの活用は一般的になってお

り，膨大なレシピからユーザの嗜好と目的に合ったレ

シピの選別支援の重要性が増大している．  

レシピサイトに投稿されるレシピの多くには，投稿

者が調理した料理の完成写真が添付されており，サム

ネイルとしてレシピタイトルとともに表示される．レ

シピの完成写真は，料理の特徴を短時間で直感的に解

りやすくユーザに伝えることができる．そのため，料

理の完成写真は，ユーザが膨大なレシピの中から目的

とするレシピを選別する際の重要な手がかりとなって

いる．  

従来，レシピ検索に代表されるレシピの選別支援手

法では，レシピに含まれるテキスト情報を利用するも

のが多かった．しかし，投稿者によってレシピに付与

するタイトルや紹介文の書き方に多様性があるため，

ユーザが注目する特徴をユーザがレシピ内のテキスト

として記述していない場合には，対象とするレシピを

同定できない場合が多い．この問題を解決するために，

本研究では料理写真の色情報をも用いることで，より

ユーザの意図に近いレシピの選別を支援することがで

きる可能性がある．そこで，本研究では，修飾語と料

理画像の色情報に基づき，レシピの選別支援をするこ

とを目的とする．  

ユーザのレシピの選別を支援する手法は様々な方

法が考えられるが，本論文では最も一般的なアプロー

チであると考えるキーワード検索を想定する．  

レシピは料理の手順を示した文書であり，レシピを

検索するユーザは料理を作ることを目的とすることが

ほとんどである．もちろん，料理は食事のために作ら

れるが，食事には様々な目的がある．たとえば，代表

的な食事の目的には，「お祝い」，「デート」，「体質改善」

等様々なものが考えられる．食事の目的はレシピを選

別する際の重要な要素の一つであると考えられる．本

研究では，ユーザが食事の目的に基づいてレシピを選

別する活動を支援することを目的にする．  

食事の目的に応じてレシピサイトからレシピを選

別するために，食事の目的を直接キーワードとして検

索することが考えられる．例えば，子どもの就職を祝

う食事会のためのサラダのレシピを見つけたい場合，

「サラダ，お祝い」というように，料理名と目的をキ

ーワードとして明示的に指定することが考えられる．

しかし，レシピの投稿者は必ずしも，そのレシピで作

られた料理を食べる食事の目的を明示的に指定するわ

けではない．すなわち，「お祝い」というキーワードを

含まないが，「お祝い」を目的とした食事に適したレシ

ピは多数存在すると考えられる．  

食事の目的としては，様々な基準が考えられるが，

代表的かつ一般的な基準として「他人をもてなすため

の食事」と「日常生活における家族や自分自身のため
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の食事」の 2 種類が考えられる．日本人の世界観を表

す代表的な概念として「ハレ（晴れ）」と「ケ（褻）」

が知られているが，「他人をもてなすための食事」は「晴

れ食事」の食事であり，「日常生活における家族や自分

自身のための食事」は「褻の食事」と位置づけられる．

そこで，本研究では，「晴れ」用のレシピと「褻」用の

レシピを区別して選別できるようにすることを目的と

する．  

この目的のために，本論文では，レシピサイトに含

まれる料理画像の色情報に着目する．それぞれの画像

の代表色の HSV 値を算出し，その値に基づいてそれぞ

れの画像を晴れ用と褻用に区別し，サムネイルをビジ

ュアライズすることで，晴れ用，褻用を選ぶことがで

きるようにする．具体的には，検索した単語が含まれ

たレシピだけが結果として出てくるのではなく，色情

報に基づいて，さらにユーザの目的に合ったレシピを

見つけることができるようにする．   

本論文の構成は以下の通りである．第 2 章では従来

のレシピ推薦に関する研究を紹介する．第 3 章で，膨

大なレシピの中から完成写真の色情報とレシピに含ま

れる修飾語を用いてレシピを推薦する手法について提

案し，推薦例を述べる．第４章では提案手法に関して

予備実験をおこない，考察をし，第 5 章でまとめを述

べる．  

 

2. 関連研究  

近年，レシピの選別支援に関する研究が活発に行わ

れており，レシピ検索手法，推薦手法を中心に，様々

な研究が行われている．  

  

2．1 食材に対する好き嫌いを考慮した料理レ

シピ推薦手法  

膨大なレシピがある中で，ユーザの意図にあったレ

シピの推薦手法として，高畑ら [3]は，ユーザの調理履

歴とレシピ閲覧履歴から食材単位での嗜好を推定する

手法を提案した．これは過去に提示された料理レシピ

の中から実際に「調理した」・「調理しなかった」とい

う行動履歴を分析することにより個人の嗜好を推定し

ている．しかし，この研究は，ユーザの調理履歴とレ

シピ閲覧履歴に着目したものであり，料理レシピに投

稿されたレシピの料理写真について考慮されていなか

った．それに，対し本研究では，レシピサイトに投稿

された料理写真のサムネイルの色情報を利用して，ユ

ーザの目的に近いレシピの選別を目的としている．  

 

2．2 食材画像認識を用いたレシピ推薦  

また，丸山ら [4]は，モバイルデバイスでの画像認識を

利用したレシピ推薦システムを提案しており，食材に

スマートフォンをかざすだけで，レシピが次々に推薦さ

れる．これにより，従来のキー入力のみのシステムより

も直感的で簡単なレシピ検索が可能となるとしている．

この研究は，さまざまな色情報に着目されていた点に

ついては本研究と同じであるが，レシピ内に含まれる

修飾語などのテキスト情報を利用することについて考

慮されていなかった．それに対し本研究では，レシピ

情報に含まれる修飾語と完成写真の色情報の二点を考

慮し，レシピの特徴を抽出することを目的としている．

また，この推薦方法はスマートフォンをかざすことで

レシピ検索の時間を短縮しているが，本研究では，画

像の色情報を各料理の色情報の近い完成写真をクラス

タリングし，ユーザがレシピを検索する際に，余計な

テキストを入力しなくても推薦することができるよう

にして，時間を短縮することを目的としている．  

 

2．3 SNS による文化と風土の可視化  

 さらに，久保田ら [5]は，代表的な写真専用SNSであ

る Instagramを利用し，特定の地域で投稿された膨大な

写真データを視覚的な観点から分析し，地域の「見ど

ころ」と「見ごろ」を分かりやすく伝える動的な可視

化を行っている．この研究は，写真データを視覚的な

観点から分析し，色空間を利用するところは本研究と

同じであるが，写真の投稿時間を利用すること，そし

て，RGB色空間，HSV色空間，L*a*b*色空間の3つの色

空間を利用していることは，本研究との違いである．  

 

3. 提案手法  

本章では，本論文で提案する，膨大なレシピの中か

ら料理画像の色情報とレシピに含まれる修飾語を用い

てレシピを推薦する手法について述べる．また，本手

法で用いる料理画像は，クックパッド株式会社が提供

しているレシピデータに含まれるものを用いて実験を

行う．  

 

3．1 料理画像の色情報の抽出  

本節では，検索する際に使う修飾語のイメージカラ

ーの表現方法について述べる．本手法では料理画像の

代表色を HSV 値で表現する．HSV 値とは，色を色相

(Hue)，彩度 (Saturation),明度  (Value/Lightness)の 3 要素

として表現するものである [5]．本研究では，まず「晴

れ」と「褻」に対応する料理を表す対象的なイメージ

を持つ修飾語を設定する．「晴れ」用のレシピを表す修

飾語としては「おもてなし」，「贅沢」，「華やか」を設

定した．一方「褻」用のレシピを表す修飾語としては

「田舎風」，「質素」，「倹約」を利用した．  

次に，上記の修飾語を利用して検索を行い，検索結

果として得られたレシピの画像を，レシピ分類器の学



 

 

習用のデータとし利用する．  

対象とする料理を検索した際に出てくるレシピの

料理写真に対して，その料理写真の代表色の HSV 値を

求める。料理写真の代表色は，写真に含まれる前画素

値の平均値を利用する．表 1 に料理名とその料理写真

の代表色の HSV 値を示す．本研究では，画像の特徴量

として，HSV 値のそれぞれの平均値を利用する．  

 

 

表 1：料理名とその料理写真の代表色の HSV 値  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．2 料理画像に基づいた料理の特徴の推定  

本節では，HSV 値を算出した料理画像に基づいた料

理の特徴の推定について述べる．   

はじめに，対象とする修飾語を有するレシピの料理

写真の画像の特徴量を抽出する．次に，対象とする修

飾語を有さないレシピに対して，料理写真の特徴量か

ら，その特徴の有無を推定する．  

  

3．3 目的に応じたレシピ選別支援システム  

料理画像の色の特徴と，晴れ用や褻用の修飾語の特

徴を関連付けることにより，従来のレシピサイトに比

べ，ユーザの意図により近いレシピを選別することが

でき，さらに，ユーザがレシピを見つけるまでの時間

の短縮につながることが期待できる．  

料理画像の色情報提案手法に基づいた選別支援を

行うために，ユーザは  はじめに検索したいレシピを入

力する．その際出てくる検索結果のイメージを図 1 に

示す．色情報に基づいてクラスタリングされたサラダ

の完成写真のサムネイルが，各クラスタ上に表示され

る．  

 

 

 

 

 

 

 

図 1：サラダを検索した例  

 

次に，ユーザが，自分の目的に近いと思ったクラス

タを選択すると，選択したクラスタが展開される．こ

のときの様子を図 2 に示す．  

 

 

 

 

 

 

図 2：クラスタを選択した際の表示例  

 

最後に，ユーザの目的に最も近いサムネイルを展開

されたクラスタの中から一つ選ぶと，そのレシピペー

ジに飛ぶことができる．このときの様子を図 3 に示す． 

 

 

 

 

 

 

図 3：クラスタ中のレシピを選択した際の表示例  

 

4. 予備実験  

本節では，料理写真の色情報と修飾語には相関関係

があるということを調べるために行った予備実験につ

いて述べる．また，レシピサイトの料理画像が，晴れ

用と褻用のどちらのイメージに該当するか行ったアン

ケートの内容を述べ，それぞれの結果と 4 考察につい

て述べる．  

 

4．1 実験内容  

本実験では，クックパッド株式会社が提供している

「サラダ」のレシピ２０件を用いて実験を行った．修

飾語は ,鮮やかなイメージが強い「おもてなし」「華や

か」，また，地味なイメージが強い「田舎風」「質素」

の４つのワードを用いる．実験では，「おもてなしサラ

ダ」と「田舎風サラダ」，「華やかサラダ」と「質素サ

ラダ」でそれぞれ色相，明度，彩度を算出し，色相 -

明度平面，色相 -彩度平面，明度 -彩度平面上に完成写



 

 

真のサムネイルを配置する．  

 今回は，「おもてなし」サラダと「田舎風」サラ

ダの明度と色相，彩度と色相の関係，「華やかな」サラ

ダと「質素」なサラダの明度と色相，彩度と色相の関

係を調べた．  

 

4．2 実験内容  

また，「おもてなし」，「贅沢」，「華やか」の晴れ用

の修飾語を含んでいるサラダレシピと，「田舎風」，「質

素」，「倹約」の褻用の修飾語を含んでいるサラダレシ

ピから算出した HSV 値を利用し，色相 -明度平面，色

相 -彩度平面，明度 -彩度平面上で晴れ用領域と褻用領

域に分け，100 件の晴れ用と褻用の修飾語を含んでい

ないサラダレシピの料理画像が，料理画像のみを見て

正しく晴れ用と褻用に分けられるか実験を行った．赤

い枠で囲った晴れ用領域と青い枠で囲った褻用領域に

分けた平面図を図 4，5，6 に示す．100 件の料理画像

は，3 人に見てもらい，晴れ用か褻用かアンケートを

実施し，アンケート結果と実際の結果を比較した．ま

た，その結果から SVM を用いて適合率を算出する．  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：晴れと褻用の色相と明度  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5：晴れと褻用の明度と彩度  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6：晴れと褻用の色相と彩度  

 

4．3 実験結果  

４．１の実験から得られた「おもてなし」サラダ，

「田舎風」サラダ，「華やかな」サラダ，「質素な」サ

ラダの料理写真から得た色情報と修飾語の関係性を図

7，8，9，10 に示す．  

この実験により，鮮やかなイメージがあった「おも

てなし」サラダや「華やかな」サラダのほとんどが，

「田舎風」サラダや，「質素」なサラダに比べ明るく鮮

やかであるという結果が出た．この結果により，色情

報と修飾語には相関関係があることがわかった．  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7：おもてなしサラダと田舎風サラダの明度と色

相の関係  

 

 

 

 

 

 

 

図 8：おもてなしサラダと田舎風サラダの彩度と色

相の関係  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9：華やかなサラダと質素なサラダの明度と色相

の関係  

 

 

 

 

 

 

 

図 10：華やかなサラダと質素なサラダの彩度と色相

の関係  



 

 

また，4.2 の実験から得られた結果から，3 人が同じ

イメージを選んだ料理写真の結果とその他の場合と，

多数決の場合で SVM を用いて，適合率を算出した．  

3 人が同じイメージを選んだ料理写真の結果とその

他の場合として，晴れを hare，褻を ke，どちらにも当

てはまらない場合を no として実験を行った結果，hare

で一致したものが 12 件，hare で実際は ke であったも

のが 2 件，ke で一致したものが 3 件，ke で実際は hare 

だったものが 28 件，no で実際は hare だったものが

53 件，no で実際は ke だったものが 3 件という結果に

なった．  

また，多数決の場合の実験結果として， hare で一致

したものが 36 件，hare で実際は ke であったものが 3

件，ke で一致したものが 3 件，ke で実際は hare 

だったものが 58 件という結果になった．結果から，

晴れ用のサラダが多かったことが分かり，色情報で分

類することは難しいことがわかった．  

 

表 2：100 件のサラダを晴れ用と褻用に分けるアン

ケート結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．4 考察  

前節で述べた実験結果において，色情報と修飾語に

は相関関係があることがわかった．しかし，料理写真

を見て晴れ用と褻用に直感的に分けることは難しく，

褻用でも鮮やかな料理が多いことがわかった．教師デ

ータとして使用した晴れ用と褻用のデータの割合が晴

れ用データの方が多かったこと，HSV 値を出す際に，H

値，S 値，V 値それぞれの平均値を使用していることか

ら，補色が失われていることが今回の実験結果の原因

と考える．今後は， processing を利用し，HSV 値の色

の分布を考え，また，ヒストグラムを使ってベクトル

表現し補色を生かして実験を行っていきたい．  

 

５．おわりに 

近年，多くの人々が，レシピサイトへ自らが作った

料理のレシピを投稿し，ネット上でレシピの共有を行

っている．その際，ほとんどのレシピには料理の完成

写真が添付されており，ユーザがレシピを決める一つ

の重要な要因となっている．本研究では，ユーザがレ

シピ検索をする際に，テキストのみからは抽出が困難

なレシピの特徴を料理写真の色情報を用いることによ

り，ユーザの意図に近いレシピを推薦することができ

ると考えた． 

 今回の実験では，対象とした料理レシピの種類が

少ないため，今後，料理の種類を増やし，他のレシピ



 

 

でも同じ実験を行う予定である．また，サラダのよう

な色情報のはっきりしているものではなく，修飾語だ

けでは色味にあまり違いのない料理もあるのでそれら

の料理についても検討する予定である．また，今回は

主に HSV 値を利用して実験を行ったので RGB 値を利用

し，ディザリングすることも検討している．さらに，

レシピに含まれている材料にも今後は着目していきた

い．そして，今回のアンケートを実施した人数が少な

かったため，今後は増やし，同じアンケートを実施す

る予定である． 
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